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今年も、たくさんの皆さんのお力添えのもと、「みみょうフェスティバル」

を盛大に開催することができました。お母様方には、春からこつこつと準

備をしていただいていましたが、開催日が 1 週間前倒しになったことなど

により、様ざまなご苦労をかけたことと思います。にも関わらず、本当に気

持ちよく温かく、力を合わせてくださいました。当然のことながら、それぞれのバザー会場は、大盛況で、どこもか

しこも、子どもたちはもちろんのこと、お父さんお母さん、地域の皆さんの笑顔の花が満開でした。本当にありがと

うございました。アンケートにも幹事さんたちの段取りのよさや、準備への感謝、みんなで楽しめた、など嬉しい感

想をたくさんいただきました。「赤ちゃんから大人まで楽しめるフェスティバルだった」「手づくり品、お菓子はプロ

級だった」「品物も豊富でとても楽しかった」など、直接伝えていただいたお言葉もたくさんありました。子どもを中

心にした愛と力の結晶が、美しく輝いた日となりました。「みみょうブランド」の宝物がまた一つ増えました。 

「子どもも親も保育者も楽しい保育」を目指しているということについては繰り返しお伝えをしているところですが、

「楽しい」というのは、達成感を得たと時にこそ得られる感情です。作品展のテーマの「なぜ？どうして？不思議が

いっぱい！」も、そうした「楽しい」世界を子どもたちと共に追求し続けていくというものです。五感を働かせ、知恵

を出し、全身を使い、人とつながり、「発見した」「驚いた」「できた」「分かった」「乗り越えた」・・・。そんな「楽しい」

を、子どもたちに、たくさんたくさん体感させることを目指し続けています。保護者の皆様とも、共有していく機会を

引き続きたくさん持てたらと思います。それこそが「みみょうブランド」であると、胸を張っ

て言わせていただけるのではないかと思っています。 

今日も、それぞれのお部屋で、子どもたちのあそびは、発展し続けています。幼児

期に、センス・オブ・ワンダー（自然や世界の巧妙さに驚く心）を開き育むことは、科学

の世界にも芸術の世界にも、広く様ざまな道を拓いていく重要な基礎づくりとなります。 

子どもたちの明るく力強い未来に向けて、大きな期待と重い責任を感じる毎日です。 

１１月のお誕生会の際、南警察署管内 少年補導協

助員の皆さんに防犯教室を実施していただきました。

一人で歩いているとき、留守番をしているときなど、ど

うしたら身を守ることができるか、楽しく分かりやすく教

えていただきました。段原交番のおまわりさんや全国防犯協会

マスコットの CP くんの登場もあり、みんな大喜びでした。                          

園長  

● 11月 24 日は、恒例の人形劇観劇会でした。段原・日出の保育園のお友だちも集まっ

て、劇団ばくの皆さんによる「花さかじいさん」を観賞しました。意地悪じいさんに「だめ

～！やめて～！」としっかりとダメだしもしながら、みんなで楽しむことができました。 


